
日時：令和8年9月10日（木）16:30

場所：Web会議システム「Zoom」

日本慢性期医療協会

定例記者会見
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本日の内容

質を高める集約化（大規模化）の促進

〜人材不足時代の医療・介護提供体制〜

・人材獲得 ： 働き続けられる体制づくり

・収益性向上 ： 質向上への投資原資づくり

・質の向上 ： 寝たきりゼロへの好循環づくり



2

集約化（大規模化）の目的

集約化（大規模化）の目的は、効率化で生まれた余力を、スタッフと患
者・利用者に還元し、医療・介護の質を高めることにある。

集約化（大規模化）の効果を医療・介護従事者、患者・利用者に還元する

通常規模型 大規模型

診療報酬
介護報酬
の体系

スタッフへ還元 患者・利用者へ還元現状）国へ還元

規模の経済
による効果

減
算

スキル育成・資格取得

さらなる処遇改善
手厚い人員配置

学び

働きやすさ

質の高い
医療・介護提供

規模ではなく
アウトカムで評価

高

集約化（大規模化）は目的ではない
そこで生まれた余力を、質に転換する
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人材獲得：働きやすい体制づくり

医療・介護ニーズが高まる一方で、担い手不足はさらに深刻化する。
人材を確保し、育て、働き続けられる集約化（大規模化）の視点が必要。

小規模点在型 集約化（大規模化）型

2人

3人

30人

2人

各事業所に管理者、
事務機能をそれぞれ配置

例）管理者兼事務管理
＋スタッフ

欠勤・休暇への対応困難
一人で何役もこなす
相談相手がいない
教育・DX投資が進まない

人員を融通しやすい（休暇取得）

多職種連携を組みやすい

教育体制を整備しやすい

営業体制を構築しやすい

事務管理・DXを推進しやすい

より多くの人材が必要

少ない医療・介護人材で運営
売上・利益も小さい



4

収益性向上：投資原資の確保

一定規模の確保により、人員配置や経営への余力が生まれやすくなる。
規模のメリットは、質向上への投資原資を生み出すことにある。

出所：厚生労働省「令和７年度介護事業経営概況調査」

入所系：介護老人福祉施設（特養）

事業規模別常勤換算職員数、収支比率

訪問系：訪問リハビリテーション 通所系：通所介護

常勤換算職員数

収支比率

定員 延訪問回数 延利用者数
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質向上のための利益

理念やスローガンだけでは、医療・介護の質は上がらない。
人材確保、スキル向上、業務環境整備への継続的な投資が必要である。

医療・介護の質を高める要素

医療介護の質

人材の確保

十分なケア・リハビリを
提供できる人員体制

スキルの向上

教育研修、指導者人材等
による専門性向上

業務環境の整備

DX・業務標準化による
本来業務に集中できる環境

採用、処遇改善、定着支援など

教育研修機会の確保、
管理者・指導者の養成、
専門人材の獲得など

事務・周辺業務の簡素化、
効率化、情報共有など
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集約化（大規模化）への報酬評価

大規模型であっても、質的取り組みにより減算されない仕組みが導入
された。規模ではなく、質・アウトカムで評価される流れを広げたい。

介護報酬における事業所規模別報酬

369
〜
1,379

357
〜
1,300

・リハビリ専門職10:1
（ストラクチャー）
・リハマネ加算80％
（プロセス）

延利用者数

通常規模型 大規模型

750人

基本報酬の
単位数*

そのままなら
減算 基準を満たせば減算なし

延利用者数

*利用時間、要介護度毎に設定

通常規模 大規模Ⅰ

750人

基本報酬の
単位数*

減算のみ

900人

大規模Ⅱ

345
〜
1,086

358
〜
1,127

370
〜
1,168

通所リハビリテーション 通所介護

（令和６年度介護報酬改定）

※アウトカム評価はなし

※質への評価なし
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集約化（大規模化）の方法

集約化（大規模化）は、病床数や定員を増やすことだけではない。機能
集約（専門特化）、施設統合など、地域や法人に応じた方法を検討すべき。

①単体での拡大 ②機能集約 ③施設統合

医療介護機能の専門化

A

B
A

B

バックオフィスの集約

集約化（大規模化）の方法

A

B

A

事務 事務

※許認可が必要

病床

定員 利用者 BをAに統合

A B

AとBを統合し、Cを開設
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質向上への好循環づくり

質が高まれば、患者・利用者、医療・介護人材が集まり、収益性も高まる。
それを質向上に投資し続ける好循環が、寝たきりゼロにつながる。

医療・介護の規模拡大は、質向上へつながる

質の高い
医療・介護提供

患者・利用者が
集まる

収益性が高まる

質への投資が
できる

経験症例、学びの
機会が増える

良い人材が集まる

集約化（大規模化）は質向上への一つの手段

規模ではなく、質で評価する体系を

スタッフへ還元

患者・利用者へ還元



良質な慢性期医療がなければ

日本の医療は成り立たない

〜今こそ、寝たきりゼロ作戦を！〜
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